
ランダムスピン系の相転移

その他にR-K-KIY相互作用が重要な働きをしていると思われる"スピングラス,,-

非晶質金属磁性及びsolidsolutions(Adachi)一一も見出されております｡従って相転移派

の理論家にとって,まず`̀スピングラス''なる物質の重義を与えねばなりません｡しか

もその定義はあらゆる可能性を含み,かつ少数の条件であることが必要です｡

"スピングラス''の定義として

(a) q≪ si>2>r≠ 0, 7n-≪ Si≫r-()

(b) ≪ si><Sj≫r-0 fortRi-Riト -

(C)基底状態が0(kBT)で縮退している｡

(d)実験的には,比熱が低温でTに比例している.

と与えるのが最も良いと思われます(Sherrington)oここで注意すべき点はEdwards-An-

dersonの場合には条件(aト (d)の代 りに≪Si><Si}),-q∂iJであったことですOそ

のため"スピングラス''の理論研究は主に(a)に集中しておりますが,むしろ(b)-(d)の

条件が T≪ Tfでの"スピングラス''のふるまいに極めて重要な意味を持つことになり

ます｡例えば条件(b)は中性子散乱を相転移派が理解する上で重要な役割を演ずることに

なります (Kaneyoshi,Levin)O乗件(C)と(d)は密接な関係にあるでしょう｡ 最近条件(C)

を計算する一つの方法が提出されました(=frustration"model).

ランダム磁性体の比熱 と非線型磁性率及びその高温展開
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いわゆるスピングラスあるいはROPにおける臨界的振舞の研究は今なお困難な問題

である｡ここでは最隣接相互作用 (JAとJB)をもつIsing系に限るo これまでの研究

をd-2,3に限るならば高温展開によるtRapaportと最近の実空間でのくりこみ群

による研究がいくつかある.前者はd-3でもROPは存在せず,後者ではd-3での

存在は確かであるがd-2では肯定と否定の結果がでて決着はついていない.
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我々は2年前JA-ZJBl…JでCA-0･5の場合には高温展開の計算が極めて楽にな

ることを利用しd-2での比熱の計算をしたが,今回は更に次数を増やし,また非線型

磁化率x(2)の計算を行い,臨界指数の値を得たo

ROI'の考えに従えば,臨界現象の本質である相関距離が定義できて, それによって

非線型磁化率 x2の指数γ2が従来の指数によって関係づけられるO即ちスピン演算子 oi

を新しい演算子 qi-TiOi(くギi≫ 0, T<Tc,Ti-Sgn<γi>)で表わせば,

相関関数は

< 符iギj>-e~ Kr/rd~2+甲 , r-Iri- ril

これを使 うと非線型磁化率は,相互作用の分布が対称の場合には厳密に

x(2)ニーo∑<oiOJ>2…(T-Tc)-γ2

となるから, γ2-I/(4-a-2で).

x(2)は Z ≡thBJの12次までの級数を使い,pad6近似を行ったOおおよその値とし
てTc/J-1.61, γ2-0･54を得たOまた比熱CHはdCH/dZでも発散せず, d2cH/

dZ2は発散することが判明したが信頼性は悪い0-2<d<-1と考えられる｡a-

-2(-1)としてスケーリング関係を使 うと他の指数は

L'-2(1.5), ワニ0.87(0.82), γ -2.27(1.77),

β-0.87(0.62), ∂-3.62(3.88)

γ2を1から0まで変えても0.5<β <1,7/4<γく 2.3となりもっともらしい傾向

を示している｡
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